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えられることと、寒さにあうことによっ

て、甘くおいしいカブができる、これが

第3の条件です。

　堆肥は、家畜糞や生ごみなどの地域資

源を活かして、健康な土・作物を育てる

宝もの。その宝ものの価値は、土壌水分

や気温の変化など無償の地域資源を上手

に活かす作業によって、いっそう高まり、

「丸ごと元気でおいしい野菜」づくりの

楽しみがふくらんでいきます。

�　丸ごと元気でおいしい野菜をつくる　生ごみ堆肥と肥料の組み合わせ方
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堆肥の効果プラス水分や気温の変化を上手に活かす作業の進め方（初冬採りのカブの例）

堆肥は宝もの、土壌水分や気温の変化も
堆肥の効果を高める宝もの


